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たとしても、それは単に、経済環境が全体的に好転したことによるかもしれない。また、ＭＣを借りていない人と借りている人の所得を比べてみて、後者の方が高かったとしても それは後者が商才に長けてい 、ＭＣがなくとも高い所得を生み出すことができた いう、能力の違いを表して るだけかもしれない。
このような見せかけの効果を取り除き、




















































応じたＭＣ参加確率を計算した後、グループ①と同程度のＭＣ参加確率を持っている人をグループ③から抽出し、それをグループ④とする。このグループは実際にはＭＣを受け取っていないが、同地域にＭＣが導入された場合にＭＣを受け取る確率の高い潜在的参加者であり、かつ、女性・世帯・居住地の特徴から計算されがグループ①と似通った人たちである。そのため、グループ①がＭＣ 受け取らなかった場合の仮想現実と考えるこ も きるだろう。
ＭＣ参加確率が似ていれば、女性 ・ 世帯 ・
居住地の特徴 全てが似通っていると考えられる、とするのがＰＳＭを用いる最大の利点であり、グループ①と④の結果指標に差があれば、それをＭＣの効果と捉える。
この方法は、ＭＣへの参加が観察可能な





た人を探すのは至難の業であ 。そこで、ＰＳＭでは、女性 ・ 家計 ・ 居住地など 様々な特徴を、 「ＭＣへの参加確率」という一つの変数に変換して、そ 変数の数値 似通った人たち 比較する。
ＰＳＭをよりわかりやすく説明するため
に図２をご覧い だきたい（数式的説明については欄外の注参照） 。グループ①と②は、女性・世帯・居住地などに関し、異なる特徴を持っていて、特定の特徴 持っている人がよりＭＣ参加しやすいと考えられるだろう。例えば、顧客となりうる女性が自営業に従事して るほど、グループ①にいる傾向が強いなど、データから読み取ことができる。こう た傾向を、全て 特徴につ てつぶさに見ていけ 女性 世帯・居住地の特徴の組み合わせによっ 、グループ①に属する確率がどの程度異なるか、精緻に計算することができる。その計算結果をもとに、 今度はグループ③の女性 ・世帯・居住地の特徴を見ていくと、グループ③の中では誰がＭＣ 参加しやす のか推計することが可能である。こうして、グループ①と③のそれぞれについて、属性に
は、ＢＰＲ
  ＫｅｂｏｍａｓのＭＣ事業は調




③の中から、実際の参加者（グループ①）と平均的な特徴が似通って る人たちだけを抽出し（グループ④） 、グループ①と比較することにある。この平均的な特徴の中には、 ＭＣの顧客となりうる女性 （齢や教育水準、 職業など） 、 世帯の特徴 世帯人数、子どもの割合、女性の割合、担保となりうる家計資産額など） 居住地の特徴（人口密度 農村／都市など） ど Ｍ
PSMではまず、どのような家計が実際にMCプログラム
参加者となるのか、グループ①とグループ②のデータを

























について、厳密なインパクト評価を実施した。結果指標には、家計総所得、家計自営業利潤 （農業／非農業別） 、 自営業売上額 （農業／非農業別） 、 貯蓄額、 耐久消費財資産額、家畜資産額、教育投資支出 医療費、女性用の衣服購入費を用いた。最後 指標は、必ずしも貧困削減と結びつくものではないが、ＢＰＲ
  Ｋｅｂｏｍａｓの融資によっ












Ｋｅｂｏｍａｓでは、より小規模 資金需要に対応してい 。初回融資 上限は一五〇万ルピア （約一万五〇〇〇円） である。一般に貧困層の資金需要は小さい で より貧困層向けのプログラムといえる。ただし、返済実績が良好であり、融資を期限内に完済することができれば、次回の融資上限額を引き上げることも可能であ そのため、有望な投資先を持つ顧客は 完済す
繰り返しになるが、グループ①のプログ




































































自営業売上（総　額） ＋ ＊ 
自営業売上（非農業） ＋ ＊ 
自営業売上（農　業） － 
貯蓄 － 
耐久消費財資産 － 
家畜資産 － 
教育投資 ＋ 
医療費 － 
女性用衣服支出 － 
